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国際地球内部開発調査研究

(UMP)深層試錐計画

A)深層試錐計画の概要と意義

昭和39年度から始まった日本の国際地球内部開発研究

計画(UpperMantleP･oject一略称UMP)は日本

列島･太平洋･日本海の地殻あるいはマントルの地球科

学的な性質状態について新しい事実をつぎつぎに明ら

かにしつつある.

そもそもUMP計画は1960年ヘルシンキにおけるIU

GG(国際測地学地球物理学連合)の総会においてソ

連のベロｰソフ教授により提唱された大規模な国際共同

研究計画で現在48カ国が参加している.UMP研究

の国際的なテｰマの衣かには大洋底拡張説･世界裂か

系･海洋における地磁気分布･日本列島周辺における熱

流量などについて成果がえられておりこれまで知られ

ていなかった事実があらたに発表されまた興味ある学

説が展開されてきている.そのなかで日本列島周辺

の地殻断面の研究はUMP人工地震部門によっておお

きな進歩をとげたといってよい.その成果のひとつと

して東北日本を東西にきる断面を第1図に示す.こ

の断面に示される肚mノ…層は日本の古生代秩父(本

州)地向斜堆積物とみることができる.6kmノ…層は

その地向斜の基盤岩と推定されその下の6.6k㎜ノ･e･

層とともに地殻を構成する.前者は花闇岩質層後者

は玄武岩質層に当る.地殻の下には7.7～8.1㎞/s.c

の速度をもつマントルが存在する.

これまで日本列島は｢底の知れない島々｣であるとい

われ地向斜を形成する地層のなかでもっとも古い地層

はシルル紀層であるカミ(第1表)その下の地層ある

いは下位によこたわる基盤岩は地表において直接的関係

では知ることカミできない.論議の多い飛騨変成岩のほ

かわずかに構造帯のなかに先シノレノレないし先カンブリ

日本海

本州太平

市川金徳吉田尚

ア紀と推定される変成岩･深成岩が断層にはさみこまれ

た形で知られているがいずれも地層との累重の関係で

確かめられたわけではない.したがってその当否に

ついて論議がつきない状態にある.そこでこの日本

列島島弧下によこたわる基盤岩に到達可能な地点を選ん

で基盤岩を4～5k汕深度の試錐によって直接試料と

してえぐりとり秩父地向斜下底部およびその基盤岩の

性質状態を研究しようというのかUMP深層試錐の第一

義的な目的である.このばあい基盤岩をできるなら

ば1,O00㎜程度掘さくして現在の技術で可能た深度

まで日本の地下構造を明らかにしようとするものである.
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日本列島島弧下の地殻についてはいろいろの性質カミ

これまで明らかとされている.まず地質学の分野では

日本列島の地殻を大陸型地殻(花商岩質層)とする説の

ほかに大洋型地殻(玄武岩質層)であろうとする説カミあ

る.また第1図にみるとおり日本列島下には厚い

地殻が構成されモホ面が深く一方太平洋では地殻添う

すくホモ面が浅く花闇岩質層を欠いている.このよ

うに大陸と大洋とではひじょうに違った地殻構造をもつ

ことが知られている.また日本海の一部でも大洋型

地殻が存在することが村内心典ら(1968)によって明ら

かにされている.つまり日本列島の島弧下の大陸型

地殻構造は日本海の大洋型地殻構造によってアジア大

陸側と一見切りはなされたかのような関係を示している.

このよう匁構造的位置にある島弧地帯の有用鉱物資源に

ついても共通する特徴的な生成分布がみられる.また

島弧がしばしば地震帯･火山帯と一致することもよく知

られた事実である､このように島弧は大陸と海洋との

境界に発生しあるいは形成されており以上あげた事

実と関連して島弧の性質･地殻構造･成

洋因･発達吏の研究はとくにUMPの国際

的課題のひとつであり日本の地球科学分
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野に貢献を期待されているもののひとつで

ある.これらを明らかにするためにす

でに日本列島の地殻について地球物理学

的地質学的地球化学的デｰタおよび研究成

果か蓄積されている.地殻物質を採取す

ることによりそれらのデｰタをもっとも

直接的な方法でたしかめ錐蒜(岩蒜)お

第1図ぽぽ北緯39｡線にそった断面図P波の速度の単位は虹n/secである

(村内ら1968による)�



第1表回本地史の時代区分

�区�����本州区�������巾生代地俸｣斜地放���

������西南E1本東肥日本����������小如1ψて

�������������四が1一北1二外縁111笥���剛く分

�年代�����堆檎霧護姦構造史幾叢霧堆概�������堆機変動堆横変動堆頼変動���

新����������������

生�新第三紀�������弧状夕1島時尤のグ1｣一ンタフ変動��������菊3時代

代�古繁二起�辮����広���������f+�

������癌���制i���晩����

�����}"����地����}vv��v｡�読

印�白亜紀�部､��帽��変����������

������鋤�洋��蚊の一'一■����→･..･���

���������������^■^^■^'�2

曲樽'�����f�����������

生�ジュラ紀�域�浅�?����{�手浅���vチ�舌対���時

������地背斜���膚海帽成����肚^���

代��の層海������������I��代

�三畳提�一･部�地城���本州�����1�����

��の漸�移棚���造山�"��･部地城の�������

�二畳紀���������漸移棉1?��?����

��穣����本���秩�I������第

古�石炭寵�父����州���父�������1

生��古�?���地���古�������時

�デポン紀�生��������������

代������向����������

��層�������生�������代

�����"�斜����������

�シルル紀��������層�������

������飛時����������

������騨代����������日以

���寺野､飛霧���大����������･本前

���変成岩類���陸����������列

����������������島

��������皿地向斜性堆穣作用囚主舳R広域変成作用阿雛火山作用��������

吏に基礎的な釦識を提供するまた大陸と

大洋の起源と運動･海洋の磁気異常･大洋の時

代などについてのいろいろな仮説を検証する

ことにもなるであろう

∀)モホロビッチ面への試錐

深層試錐によるモホ面上下の岩石試料の採取と

孔内の物理観測は地球科学の諸理論の修正あ

るいは裏ずけに大きく寄与するそれは試錐

以外の方法では望めないことであるモホｰ

ル計画はすでに深層試錐のための機器具と技術

の開発に成功している

目本の場合は島弧地帯の深層試錐により

皿皿地向斜性堆穣作用困王摺曲巨ヨ広域変成作用囚雛火中作用島弧下の地殻構造を探究すると同時に結晶

国塩雛火山作用E≡ヨ弱い鮒Elコ深成作湘匡ヨ糀火111作用片岩地域の中心部に試錐するというテｰマで

(山下昇:地球科学序説)も貢献することになる.

試錐掘さく中は地球物理･地球化学的測

よび孔内において地質学･地球物理学･地球化学的研定を行ない採取した錐忠について層位学的岩石学的

究を行なうために深層試鋒計画がたてられた.鉱物学的研究を進め種々の物性を測定し絶対年代測

国際UMP委員会の深層試錐小委員会では島弧下の定･化学分析狂どの研究を行なう.また掘さく後の試

地殻を調べることをふくめて試錐に適当ないくつかの錐孔内には種々の地球物理学的観測機器を設置して

地域やテｰマをつぎのようにあげている.長期観測を継続することも計画されている.

このようにして深層試錐によって島弧下の地殻構

這)夫陸造や性質･成因を究明しまた地球物理的･地球化学

a)結晶片岩･先カンブリァ楯状地･裂か帯において2}6的測定によって各種デｰタをとることは島弧について

kmの深度のものとくに大きな花簡岩底盤と高度変

のUMPの国際的な研究課題にこたえるばかりでなく

成岩の中央部

b)大きな超塩基性質入岩体大洋底拡張説のような地殻の運動やさらに地殻の起原の

･)深い沈降盆の堆積層･10～15km深度問題への貴重柾寄与になりまた地震予釦･火山活動

d)台地上の結晶質基盤岩をおおうO･5～2kmの摩さの堆の予測にも貢献しさらに地下にひそむ有用鉱物資源･

積岩地域(4“5友㎜深度)そのほか安定台地｡造

地熱などのエネルギｰ資源についての情靭こついても知

山帯･地向斜地域･大陵縁辺部･新期(第三紀川中生代)

火山活動地帯見を与えることが期待される･

亘i)夫陸縁辺部

大陸と大洋との移行帯は科学的なデｰタぱかリでなく有

用鉱床にとってもきわめて魅カ的な地帯であるまた構

造の究明ばかりでなく大洋と大陸についての学説にとっ

ても基礎的な情報がえられることが期待される

撒)島弧

深層試錐によって島弧の深部構造を明らかにしすでにえ

られている多くの地球物理的情報を補強することカ泌要で

ある島弧には二つの型式がある

第一種のものほ目本･ニュｰジｰランドの例でありそこ

でほ大陸型地殻が存在すると考えられる

第二種の型は伊豆一マリアナトンガ酉インド諸島の

例でそこでほ大洋型地殻が存在するとみられる深層

試錐は地殻の性質に重要なデｰタを提供し大陸の起原に

ついてもなんらかの手がかりを与えることが期待される

量▼)海洋区域

海洋底･裂か帯･大洋諸島での試錐は海洋盆の構造と歴

B)深層試錐先行調査研究の成果

目本においても以上にのべた深層試錐の意義が認め

られて昭和40年度から地質調査所が担当して深層試錐

計画の推進に当ることになった.まず深層試錐侯補地

点を選ぶために掘さくに先行して地下構造を調査し

研究する計画が実施された.ABC三帯(第2図)そ

れぞれの侯補地点はおもにUMP地質構造およぴ岩石

火山部門に参加する研究者によって選ぱれた.実施状

況ば第2表に示されるとおりである.この調査結果と

しておそらく古生代地向斜の基盤岩と目される6.O～

6.4.k㎜ノ･｡｡層の分布状況と深度が明らかにされたこと

は目本列島の成因発達史地殻構造を考えるうえで

一定の貢献をおこなったとみてよいであろう.

これらの先行調査には地震探査によって地下構造を

明らかにする方法がとられた.�



第2表地質調査所深層試錐先行調査(地震探査)一覧表

地域�年度�探査法�側線�目的�結果�担当者

C帯�昭40�地震�35㎞�三波川変成岩下位の�大歩危背斜構造軸部の地下1.5�物深部

大歩危����基盤岩の探査�～2.0㎞のところに�市川金徳

�����6.o㎞■s㏄層の隆起都がある�ほか

B箒�昭41�地震�63㎞�伊豆一マリアナ弧の�4.7㎞■sec層(四万十層灘と�物深部

大島���(海上)�地下地殻の探査�推定)の下に6･伽/･手･層が�市川金徳

�����あるこの深度15㎞�ほか

A帯�昭42�地震�裏6㎞�シルルｰデボン系の�北上古生層の基盤岩と推定され�物深部

水沢����変成相と推定される�る6.1～6.25㎞/sec層が水沢�市川金徳

����母体層群下位の基盤�市付近で地下2～3㎞のところ�ほか

����岩の探査�に分布する�

量)夫歩危周辺地慶探査(C帯)

深層試錐候補地ABC三帯のうち大歩危(C帯)を

第一回目の先行調査として昭和40年11月下旬から12月

中旬にわたって第3図に示される約35km｡側線の地震

探査を実施した.

大歩危周辺には三波川変成岩層の背斜構造が現われ

その背斜構造深部については地質学的た面からいろい

ろ狂考究カミされているがまだ確認されていない.そ

こで地震探査を実施し地下構造を速度分類の面から

さらに究明し深層試錐候補地の資料を得ようとした.

地震探査の結果第4図に示されるとおり大歩危背斜

構造およびその周辺下の地下構造の大勢を知ることがで

きた.す匁わち第1層5km/…第2層6kmノ･｡･

の速度層をえた.第2層面までの深度は1.2～2.2

kn･/…と放って現われ大歩危小歩危商では第2層

地震のおこる地域多
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第2図日本のUMPの実施地域(早川正巳:物理探査から)

に位置するものとみられる三波川結晶片岩類を試錐で掘

さくして変成度の変化を調べ

される先シルノレ～カンブリア紀結晶質基盤岩に到達する

ことカミ可能な見通しカミえられたわけである.

亘亘)摂豆犬島周辺地盤探査(思帯)

昭和41年12月初旬～42年1月下旬にわたり伊豆大島

(革帯)において約63kmの側線を設け地震探査を実施

した.富士火山帯に一連している伊豆諸島の配列はも

っとも典型的な島弧を示しこの地帯からは深発地震も

しばしば発生する.同周辺の火山の噴出物中には変

質安山岩片･石英閃緑岩片カミあることから火山列島の下

には新第三紀層が伏在することが推察され新第三紀層

の下には本州の太平洋岸に広く発達する四万十層群の賦

存も予想される.さらにその下部の基盤岩が大陸型

のものか否かという問題もあって地質学的地球物理学

的にひじょうに興味をもたれていた地域である.

は隆起しその上限は凹凸がはげし

いがもっとも浅くなっていること

がわかった.この結果第1層は

三波川変成岩に相当し第2層ほそ

の下位の結晶質基盤岩類(先シノレノレ

～カンブリア紀層)に相当すると推

定される.第2層は大歩危背斜構

造と整合的な隆起構造を示す.小

島丈児によれば第3表の層序表にみ

るとおり鞄表では三波川結晶片岩

の最下部の大歩危層(砂質岩)が露

出しその下位数k皿で結晶質基盤

岩に達することが予想される.し

かも比較的安定した構造を呈してい

る.日本の古生代地向斜の中央部

さらにその下位に推定

第3図犬歩危地震探査測隷位置場要�
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地震探査の発破点は伊豆大島の北方乳ヶ崎をNo.

IとしNo･]Iを千葉県南端の富崎に設けて爆破を行た

い受振点位置は富崎～伊豆半島間約63kmの海上測

線上に14点設け観測方式は浮遊移動法で船内観測を行

たった.

第5図は伊豆大島周辺地震探査測線位置を示し第6

図は同地震探査走時曲線および構造解析結果を示丈

地震探査の結果第1層に1.5～2.0kmノ｡｡｡の第四紀

層と推定される速度層を得策2層に2.4～3.0良m/s｡｡

の新第三紀層第3層に3.3～4.5㎞ノ｡｡｡の新第三紀層

(主として湯ヵ島層灘)第4層に4.7㎞/…の中生層

～古第三紀層(主として四万十層群)と推定される各速

度層を得た.さらに第5層に6.4～6.6km/｡｡｡の基盤

岩類と考えられる速度層を深度15土k㎝で得ることカミ

できた.得られた走時曲線から解析した結果全体的

第4図

大歩危周辺地震探査(1966

K.I噸脈ムwA)
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㌮伀
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第3表大歩危付近地質層序表

層序岩層変成相

時代

後

期

中

前

期

後

期

鬼

丸

世

ノレ

石

炭

紀

シデ

'レポ

'レン

紀

(G.I(ojヨェna1966)

には大島付近で隆起し東方の海底谷付近で南落ちの大

きな断層が推定され下部新第三紀層とも考えられる

3,3～4.15kmノ｡｡｡の速度層はこの断層を境に東側(千

葉県側)には顕著に現われたかった.また伊豆半島側

でもこの速度層をとらえることができず4.7km/s｡｡

層が2.4～2.8kmノ･e･層の下に直接する形となっている.

この4.7km/…層には下部新第三紀層の湯ヵ島層群も

含められるとみなければならない.基盤岩類と推定さ

れる速度層は6.4～6.6km/｡ecの速度で分布しその

深度は約15kmほどである.

脳)水沢周辺地麗探査(A甫)

調査は昭和42年9月上旬から9月下旬の約1ヵ月間に

わたり水沢市を東西に横切る約56kmの側線上で地震

探査を実施した.この地域の地表には日本ではもっ

とも古い地層であるシルル～デボン紀層の変成相と推定

されている母体層群および非変成古生層カミ分布しており

この下には南部北上山地古生層下位の基盤岩カミ数kmの

深さで存在するであろうと小貫義男･北村信(1967)を

中心にして考えられていた.

大爆破地震グルｰプが釜石付近で行なった結果では

基盤岩類と推定される速度層は釜石鉱山付近で上昇し

�

第5図大島周辺地震探査測線位置図�
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水沢方面へ下降を示していた.しかし一方では地表に

現われている古生層などの状態から基盤岩は逆に水

沢付近で上昇しているのではないかという考えもあった.

この調査はこれらの解明にあたったわけである.

第7図は水沢周辺地震探査測線位置図を示し第8

図は同地震探査の走時曲線および解析構造図を示す.

調査の結果つぎのよう狂速度分類を得て地質層序

と対比することカミできた.すなわち

第1層1.7-m/畠㏄第四紀層

第2層2.2～2.8k皿ノ･㏄新第三紀層

第3-1層4.8～4,951㎝/｡e｡古生層および花筒岩の風化層

第3-2層5.4～5.9一㎜/g㏄古生層･母体変成岩および貫

入岩類

第4層6.1～6,251㎜/･㏄先シルル～カンブリア紀層

(基盤岩類)

新第三紀層(2.一2～2.8k㎜/･｡｡層)は水沢市付近を境

とし東方では層厚がうすいが西方では1～1.5kmの層

厚で分布し急速に厚さを増しているようである.5.4

聯

圀

エ5

ユ｡

�

�㈱�

～5.9kmノ…層のうち5.4～5.6km/…層はこの地帯

に賦存する古生層(母体変成岩あるいは非変成岩)の

平均速度を示していると思われ同層内の5.8～5.9㎞/

…層の存在は古生層にはさまった変成岩類あるいは

火成岩類の速度が現われたものと推定される.6.1～

6.25㎞/s･･層は北上山地のシルル紀層から二畳紀層ま
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第4表水沢付近古生層の層序(小買義男･'蜜沢聡史ほか)

時�代1�層�序�山

�万�質��

�肇来層�粘板�砦�

�ユ,200m���

�(薄衣礫岩)�石灰�岩�

二畳�紀���

�栄谷層�石灰�岩�

�粘板�岩��

�700～至､500醜�砂�岩�

�竹沢層.�火山�岩�

�I粘板･�岩��

�150～300㎜�看灰�岩�

石炭�紀�v��

�膚一一掬1館層�砂､�岩�

�.砂賓粘板岩���

�600服�､,礫�岩�

�榊^^岬､���

�し���

デボン紀後勤�溝.ゲ傘鼠�糖･板�,岩�

�800+醐,�礫�岩�

一一■一■一一･一一一.一■一一一一'一一■.����

�母�?禰ダ派馴卿測･�泥殿埼源弱変成岩�

�体.�･十僻事層��

�一珪･500～2,㎜�'火山岩源蹴鱗��

�層.���

����

�群�!裏1因助層��

�1･200皿十�泥質岩源弱変歳岩.��

先シルル紀ある〉'は�?�黒雲母片岩��

�鵜ノ木変成岩���

先カンブリア紀?�角閃片岩���

での古生層下位の基盤岩であろうと推定される.えら

れた断面によれば6.1～6.25k㎜/sec層は水沢市北上川

東濠の羽田付近地表下約2k耐のところで浅くもりあ

カミっている.その西方では3～4k㎜の深度となり

側線東半では約6±kmとなる.浅いもりあカ三りの部

分は地表において黒石構造帯(加納博･蟹沢聰史1966)

といわれた部分と一致する.黒石構造帯はシルノトデ

ボン紀層の変成相と考えられる母体層群(藍閃石片岩相)

先シルル～先カンブリア紀と考えられている鵜ノ木変成

岩(負閃岩相)および蛇紋岩か断層関係ではさみこまれ

ていて複雑な構造帯となっている.基盤岩の分布状

態ぽこうして明らかになったがさらに構造帯の酉にお

いて新第三紀層カミ東方に比べると急激に厚さを増すこと

が推定されグリｰンタフおよび非グリｰンタフ地域の

堆積区分について示唆をあたえている.また重力異

常によって推定された盛岡一白河線がもし地質的な構造

線の反映であるならばこの断層にひっかかることにな

り解析断面ではまだ確認できる状態に狂いカミこのよ

うに探査目的以外でも注目に値するデｰタを提供して

いる.一方において鵜ノ木変成岩は先カンブリア紀の

ものでは校く母体層群の下位の変成度の進んだ部分で

はないかという見解があるか深層試錐は変成相の進化

についても明快匁説明を与えるであろう.
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C)試錐地点の位置選定

以上の昭和40～42年度の先行調査研究にもとづいて

深層試錐地点をどこに選定するか決定する段階に入った.

そのために昭和43年3月7目4月2目4月20目と

学術会議UMP委員会の深層試錐小委員会が開かれた.

さらに試錐掘さく能力など技術的な問題について掘

さく関係の技術者の会議で検討を加え4～5k㎜の試

錐カミ可能であるという見通しがえられるにいたった.

その結果試錐地点としてはB帯の大島付近は地向

斜基盤岩の深さカ職蜂掘さく能力をこえるので選定か

らはずされることになった.残りのA帯水派とC帯大

歩危については地向斜基盤岩の深さは犬歩危の方が地

震探査の結果ではやや浅いという知見がえられているが

地質学的な意義ではほぼ同じである.ただしA帯

東北日本では地球物理学的資料カミ多く熱流量が低い区

域であり試錐孔内温度も低いと見こまれる.また

水沢市には緯度観測所国土地理院地磁気観測所があっ

て掘さく後試錐孔を利用して観測を長期継続する場合

好都合であるという地球物理関係の意見が表明された.

そのような議論のあとA帯水沢を第一順位とし深層

試錐計画を進めることに狂った.なお43年度補足調

査で基盤岩の深さと構造についてさらに調査を進め

その結果にもとづいて最終的な位置決定をすることにな

っている.

⑰)外国におけるU雌P試錐の状況

UMPの研究計画に参加している国々は48力国に達す

るがそのラち試錐をこころみあるいは計画している

国々はわずかである.その状況を第5表に示してある･

この表にのせてある試錐のなかにはUMlPの計画に

もった科学的目的のものばかりでなく石油･天然ガス

開発をかねて地向斜深部をさぐるとかきたるべき深層

試錐の掘さく技術開発や地球物理地球化学的測定技

術の開発をおこなっているものとかカミ合まれる.孔底

温度はソ連の5,940mの試錐では150丁酉ドイツの

5,956㎜の試錐で20ぴCとなっている.

UMP国際委員会は科学的目的のための深層試錐の

重要性を強調し各国の参加をよびかけているが深層

試錐にとりくむ国はまだすくない.国際委員会の報告

によれば若平でも計画をたてるかあるいは着手して

いる国々はカナダ及ドイツ目本アメリカン連

などにすぎないがこれらの国々に寄せられている深層

試錐実施への期待は大きい.

珊)深層試錐における研究項目

深層試錐によって得られる錐芯について種序の研究

をおこないまた孔内測定や掘さく後孔内観測をおこ

なうことになる.UMP国際委員会深層試錐小委員会

ではつぎのよう匁項目について研究を進めるよう勧告し

ている.

量)地質学的研究

a層序

b岩穐

C堆積層の古生物

d堆積環境

e深度にともなう岩型の変化

f岩看学的研究

石渕タム

水沢

I-lllは地震探幽則艦IIImlvは爆破点番号

団鵜ノ木変鰐麗薄緑岩

肇母体猶務□鱗鍛毒

.固縦繊楽Eコ萩第三紀癌

醸蟄鮒深鵬類

i工

ぶ搬N一

菱＼ミ

器

べ･l1

蹴

嚇

＼

＼1

.05エO

第9図水沢付近地麗探査測線周辺の地質図

(小買(1962)蟹沢(1964)広川･吉田(1954)から)�
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策5表UMP各国試錐の状況

国名�地点�掘さく年�深度m�備考

カナダ�Muscoxsouth�1963�ユ,33�Mu5cox超塩基性岩体を掘進

�M口scox回｡㎡h�1963�1,19�〃

�M口scoxeast�1963�83�〃

�Reny鉦aLake�1965～66�3,0ユ8�

西ドイツ�Miinster1価dI�1960～61�5,956�Vaτ三sc㎜地向斜深部を掘進(石

����油･ガス開発)

�Sa肛I�1961～62�5,857�

ボｰランド���4,500�掘さく中?

イギリス�Roo㎞ope�1960～61�883�花筒岩体を457皿掘進

アメリカ�“Mo止｡1e"LaJo11a�1961�930�

�“Moho1e"Gua側岬e�1961�3,570�海底第3層玄武岩を183固掘さく

�Vi昭三nI51㎜ds�1967�785�較堆積層･スピライトを掘さく

�Pe町1亘鉦bo皿�1967�366�珊瑚礁を掘さく

ソ連����UMP計画ではないが石油深井戸

����(5,940皿)で掘さく測定技術開発

技術の改良や地球物理的地球化学的観測

器械器具の開発製作におおきな進歩発展カミ

期待されることである.

日本においては孔内測定ないし観測は

石油･ガス田の開発においてすでにおこな

われているが科学的目的のものとしては

防災科学技術センタｰによって松代地震

研究のための試錐孔において坑内観測が永

続的におこなわれている側カミある.これ

については高橋末雄高橋博鈴木宏芳

(1967)によってその詳細カミ発表されて

いる(第6表).

深層試錐孔内でもし観測測定カミおこな

われるならば地下深部のいろいろなデｰ

タをとらえることにより日本列島の地殻

変動の動きをとらえ地震予知の研究など

に有益な資料を提供するものとなるであろ

う.

重量)地球物理学的研究

a.地震①速度

②ノイズレベル

③錐菰の異方性

b.重力①密度

②地球潮汐の観測

C.電気①電導度･比抵抗

②錐蒜の異方性

a.磁気①帯磁率

②磁場

③錐芯の残留磁

気

e.放射能地質および深度に対応

する放射能強度の変化

f.地熱地質および深度に対応

する熟的性質の変化

9.一般物性錐芯の物理鐙

亙)むすび

深層試錐の先行調査'(地震探査)により日本列島AB

C三帯の上部地殻構造はかなりの精度で明らかにされ

た｡その状況につ㌣､てとりあえず解説を試みさらに

深層試錐計画の現状についてのべた.

日本における深層試錐計画は4年度予算要求の段階

にありその実現についてまだ見通しカミえられていない.

しかしながら日本の深層試錐計画はUMPの国際的テｰ

マのひとつ一島孤の地殻構造･性質･成因を明らかにす

る目的のもので国際的に期待をもたれている.孔内

第6表松代試錐内観測装置構成表

=｢

横

ひずみ･温度計

上下･東西･南北

カｰルソン型

20mm(直径)×100皿㎜(長さ)

地震計

〃

動コイル加速度型

64皿㎜(直径)x脳Om皿(長さ)

洲)地球化学的研究

a.岩質と深度に対応する岩石の化

学的変化

b.放射能年代

C.徴量元素

サｰミスタ

深さ50㎜おきに4本

O～50.C用

部

地電流用電極

上下成分用1対

鉛製

70皿皿(直径)x1,000皿皿(長さ)

傾斜計

東西･南北

差動トランス振子型

このほか特筆されなければなら

ないのはこの計画によって掘さく

記

録

装

置

ひずみ･温度･地電流記録装置

地震計記録装置

サｰミスタ記録装置

傾斜計記録装置

入力調整器･増幅器･打点記録計

前置増幅器･主増幅器･ペン書き記録計

人カ調整器･高感度ペン書き記録計

増幅器･高感度ペン書き記録計

〔高橋(末)･高橋(博)･鈴木(1967)〕�



測定観測のデｰタは地震予如にも有効なものであろう

し大陸海洋のもつ諸問題の解決にも貢献することであ

ろう.一方日本の試錐掘さく技術の点で日本の複

雑な地質条件を克服してオｰルコアリングでしかもひ

じょうに硬い岩石を掘さくすることが可能であるという

見通しがえられている.しかしなカミら深層試錐は経

費の面でがたり多額の費用が必要とされる.したがっ

て現在のところ世界でも着手している国々はすくない.

けれどもその困難をのりこえて深層試錐を実施するこ

とにより島弧下の地殻を明らかにし地質学的地球物

理学的地球化学的なデｰタを入手することは世界のU

MP深層試錐計画のなかでアメリカのモホｰノレ計画に

ついで注目をひくことになるであろう.とくに地震国

日本にとっては地震予知に関する重要な基礎資料が得

られる点でも意義が大きい.

(筆者らは物理探査部･地質部)
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地学と切手
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撚､幕灘蕃

1鰐･蝋饗､､畜三､蟹饗睡幽塑

ます地域内には多くの温泉がありますカミ国民温泉の酸

が湯大町桂月の愛した蔦温泉などは有名です面積60

km2湖周462kmの十和囲湖は

群内を流下して東方へ脱出する途中の渓流か造り出した自

然美で周囲の植物群ととけあってすばらしい景観です

いずれにしても十和囲地区の景観は秋の紅葉の季節が最高

です

十和田･八幡平国立公園

堀内恵彦

代表的なカルデラ湖である十末口田湖とその湖から流れる

奥入瀬の渓流の景観に雄大な八甲困火山群を含む十和田地

区と火山I階高原地帯として有名な八幡平地区の2地区からな

っており前者は昭和1年2月1目に公園指定を受け面積

428.62km2後者は昭和31年7月10目に追加編入され面積

404.89k皿2合計833,511･㎜2雅公園地域で青森･秋田･

岩手の三県にまたがっています

十和田地区･･北部一帯に広がる八甲田山は最高峰を酸湯

大岳とする北八甲田と櫛ガ峰のある商八甲固とにわかれ

登山･スキｰの適地でその北酉菅野高原は雄大なスロｰ

プで明治35年に起きた弘前連隊の雪中遭難の地でもあり

八幡平地区･･八幡平･岩手山･乳頭山の三地区にわけられ

ここの特色は各種火山の形態が集まって大火山群を形成

していることで原始生が保たれていることです地区の北

部一帯に広がる高原の総称で湿原にはミズバショウ･ワタス

ゲなどが美しく後生掛温泉付近は簡単にいろいろの火山

活動現象を楽しめるところです玉川温泉は火口跡の看

原の各所から98℃の湯が流出し一大音響とともに5mも噴出

するのもみられます湯瀬洗粉はこの温泉の湯の華で河床

に沈澱する北投石はラジウム石として有名ですつづく

南に岩手富士といわれる岩手山乳頭山があり温泉郷として

も有名で岩手山の溶岩流焼走りは天然記念物となってお

ります切手は第一回が昭和26年6月20目に2円8円

14円24円の四種で第二回は本牢9月16目に7円15円の

二種が発行されました

(筆者は元所員男科学技術情毅センタｰ)�


